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だいこんは、古代エジプト時代にすでに栽培されていた最
古の野菜のひとつで、原産地は地中海沿岸から中央アジ
ア以西とされる。日本へは７～８世紀に中国を経て渡来
し、「日本書記」に「於朋泥（おおね）」と記載されるほど栽
培の歴史は古く、春の七草の「スズシロ」は別名である。
現在、だいこんは全国各地で生産され、2020年の作付面
積は、じゃがいも、キャベツに次ぐ29,800haである。

　夏季は病虫害と生理障害、春季は抽台、冬季は寒害が
栽培上の主な問題で、これらが作型・品種を制約する要
因となって作型が分化している。秋どり栽培は全国的に
可能であるが、冬どり栽培は冬季温暖な暖地に、トンネ
ル冬春どり栽培は温暖地に、夏秋どり栽培は夏季冷涼な
寒・高冷地に産地が形成され、作型・産地をリレーして
周年生産されている。

　だいこんは、長い歴史のなかで各地の土壌や気候に適
応した品種が生まれ、大型の「桜島」や細くて長い「守
口」のように形や肉質に特徴ある地方品種が野菜のなか
では最多の110種ある。さらに、中国や韓国の素材を利
用した育種によって、さまざま形状、肉質の品種が育成
されている（写真１）。
　一方、近年、店頭に並ぶだいこんはほぼ青首一色で、青
首全盛時代をつくりだしたのが1974年に発売された宮
重系品種の「耐病総太り」である。現在、青果用のだい
こんでは、抽根部が緑色で根長は35㎝前後、尻部まで太
る総太り型のものが通年求められている。だいこんは、生
育のみならず、病気や生理障害、根形が温度の影響を強
く受ける。このため、市場評価の高いものを長期間生産

するには、生育期の気象条件を考慮したきめ細かな播種
期別適品種の導入が重要となる。

冷涼な気候を好む
　だいこんは、下胚軸と主根が発育・肥大した直根性の
木部肥大型の根菜である。発芽適温は15～25℃で、発芽
力は強い。生育初期は高温に耐えるが、根部肥大期は平
均気温15～20℃の冷涼な気候が適する。平均気温が25
℃を超えると各種の生理障害や病気が発生しやすく、５
℃以下で根部肥大が停滞する。気温が０℃以下で抽根部
の肩コケ、－３℃で葉が変形・変色、－５℃以下で抽根
部に凍害が発生する。
地温で根形が変化する
　種子が催芽した段階から13℃以下の低温・長日で花芽
分化が誘導される種子春化型植物で、花芽分化後は高温・
長日で抽台が促進される。20℃以上で脱春化し、冬のト
ンネル栽培では晩抽性品種と昼の高温による脱春化で抽
台を防いでいる（写真２）。
　根形は地温で変化し、生育前期が15℃以下では短根に、
後期が22℃以上では尻細になる。このため、トンネル栽
培では、早まきすると短根に、遅くなるほど根が長く尻
詰まりが悪くなる。
やせ地でも育つ
　開墾地のようなやせた土壌でも比較的よく育つが、湿
害に弱いので、水はけがよく、耕土の深い土壌が適する。
好適土壌pHは5.5～6.5だが、4.5でも生育障害はみられ
ない。土壌が硬いと根が偏平や短根になり、根の正常な
肥大には山中式硬度計で12㎜以下が望ましい。
　宮重系品種を使った10ａ当たり収量５ｔの場合の養分
吸収量は、窒素15㎏、リン酸４㎏、カリ17㎏、石灰10
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写真１　多様な形状・肉質をもつだいこんの品種 写真３　９月上旬に播種した宮重系品種の生育経過
　　　　（数字は播種後日数を示す）

写真２　�昼間の高温による脱春化を利用して抽
台を防止するトンネル栽培
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㎏、苦土３㎏前後である。
がん予防効果を持つ辛味成分
　肥大根にはデンプン消化酵素のアミラーゼや辛味成分
を豊富に含む。辛味成分のイソチオシアネートは、だい
こんをおろすなどして細胞が破壊され、グルコシノレー
トと酵素が接触して生じ、抗菌・抗血栓作用、がん予防
効果を発揮する。たくあんの黄変や臭いにも関与し、高
温期の栽培で多くなる。

　９月上旬播種の宮重系品種の生育は写真３のようにな
り、栽培暦例が図１である。以下に、トンネル栽培を含
む栽培の概要を作業順に紹介する。
圃場の準備
　堆肥の施用や緑肥作物のすき込みは播種１ヵ月前まで
に行う。ネグサレセンチュウ発生畑ではDD剤などで土
壌消毒をしておく。標準的な基肥は、10ａ当たり窒素12
～15㎏、リン酸10～15㎏、カリ15～20㎏で、生育期の
気温などを考慮して増減する。連作するとホウ素欠乏が
発生しやすいので、ホウ砂を１～1.5㎏施用する。施肥時
に粒状の殺虫剤を施用してキスジノミハムシなどの土壌
害虫を防除する。マルチをする場合は、高温期にはシル
バーポリを、低温期には黒や透明ポリを使用する。

播種
　栽植様式は、秋冬どり栽培の無マルチ栽培では畝幅55
～60㎝、株間23～25㎝、マルチ栽培は畝幅110～120㎝、
２条、条間45㎝、株間23～25㎝を目安とする。深さ1.5
～２㎝に１穴１～２粒播種する。播種作業では、ロール
式播種機やシードテープ、マルチシーダー、真空播種機
が利用される。
播種後の管理
　複数粒播種した場合、３～５葉期に間引きをして１本
にし、株元に土を寄せる。追肥は、１回目が間引き後、生
育期間が長ければ15～20葉期にも行う。１回当たり窒
素とカリを各３～５㎏畝間に施用して中耕・培土する。
トンネル栽培の管理
　厳寒期に播種するトンネル栽培では、抽台と寒害防止、
生育促進を図るために図２のような温度管理を行う。２
～３月播種では極晩抽性品種を使用し、不織布のべたが
けのみの栽培も行われる。
病害虫・生理障害対策
　主な病害虫と生理障害は表１、２のとおりである。土
壌病害虫は線虫対抗植物の作付けや土壌消毒、地上部病
害は予防を主に薬剤で防除する。
収穫・調製
　根径７～８㎝、根重１㎏ほどで収穫する。宮重系品種
の収穫までの日数は、適期栽培で55～60日、トンネル
栽培で90～120日である。収穫作業は手抜きが多いが、
専用ハーベスタも利用される。抜き取ったら茎葉を10㎝
ほど付けて包丁で切断し、洗浄・水切り後、10㎏詰め段
ボールに入れて出荷する。夏季の出荷では予冷後、保冷
車で輸送する。

栽培の概要
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図２　厳寒期に播種するトンネル栽培の生育時期別温度管理の目安
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図１　だいこん秋まき秋冬どり栽培の栽培暦例
	 主な作業は９月中旬播種である

表２　だいこんの主な生理障害の発生要因と防止対策
生理障害名 発生要因 防止対策

空洞症
・	播種後15～30日、５～15葉
期の高地温もしくは低地温
・多窒素などで急激に根部が肥大

・窒素を適正施用
・トンネル栽培では保温力を高める
・発生しにくい品種の使用

内部
褐変症

・	生育後期の平均気温25℃以上
で発生
・	土壌のホウ素やリン酸含量が影
響

・発生しにくい品種の使用
・	間引き後にマルチを除去し地温を
下げる
・	ホウ素とリン酸の施用
・土壌pHを上げない

裂根 ・	気温が比較的高く、生育後期の
土中窒素や水分が多い

・	土壌物理性を改善して水分の変動
を緩和
・適正な肥培管理

岐根
・	線虫、土壌病害虫、土壌消毒剤
のガスなどで主根が損傷
・土壌が硬い

・未熟有機物の腐熟後に播種
・	土壌病害虫の防除、土壌消毒後の
ガス抜き
・圧密層を破砕

ス入り
・	生育後期の葉の同化能力を上回
る根の肥大
・	気温が温暖で根の肥大が早い作
型で発生しやすい

・適期収穫
・生育後期に肥切れさせない

表１　だいこんの主な病害虫
区分 病害虫

病気 土壌伝染性病害：萎黄病、バーティシリウム黒点病、根腐病、軟腐病
地上部病害：黒斑細菌病、斑点細菌病、白さび病、白斑病、べと病

害虫
根部の被害：ネグサレセンチュウ、キスジノミハムシ、タネバエ
地上部を食害:ハイマダラノメイガ、ヨトウムシ類
モザイク病を媒介：アブラムシ類
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